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民主党プレス民主編集部
東京都千代田区永田町1-11-1
TEL 03-3595-9988 （代表）

民主党埼玉県連広報局
さいたま市浦和区高砂3-6-16
TEL 048-833-3500 FAX 048-833-3503
URL http：//minshu.org E-mail info@minshu.org

2013年 たけまさ公一の決意
１．民主党の立て直しと地域密着で地域の声を国政に！

２．大胆な金融緩和と成長戦略で早期デフレ脱却・景気回復を促進！

３．「国家公務員総人件費２割削減」と「衆議院定数75人削減」を実現へ！

４．ムダ遣いの温床である「たて割り行政」に横串を！

５．電波（周波数）のオークション導入で数兆円規模の売却益を新たな国の財源に！

６．職業教育を充実するための「ガイダンスカウンセラー法案」を早期成立へ！

７．消費税収から毎年7000億円を子育て支援に！高齢者の医療・介護・年金も充実へ！

８．再生可能エネルギーの実用化へ！日本郵政株式の売却益を復興財源に！

９．領土・領海を守るための法律・制度を整備！

１０．成長著しいアジアの金融センターを東京へ！

１１．日本語教育、伝統文化、サブカルチャーの海外普及を促進！

１２．さいたま市の課題解決へ！

～地下鉄７号線の岩槻延伸を早期実現へ！浦和・大宮・岩槻の中心市街地を活性化！

衆議院議員 たけまさ公一 国会レポート 第147号
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衆議院議員たけまさ公一プロフィール
●昭和36年(1961年)生まれ

●さいたま市立木崎小、木崎中、県立浦和高校、慶応義塾大学法学部政治学科卒業

平成元年、松下政経塾卒業 ●平成11年4月、埼玉県議会議員2期目当選

●平成24年12月16日、衆議院議員5期目当選

【内 閣】外務副大臣、財務副大臣

【衆議院】総務委員長、郵政改革特委筆頭理事、社会保障・税特委次席理事

【民主党】財務委員長、税制調査会副会長、地域主権調査会会長、総務委員長（現在）

【埼玉県連】代表（現在常任顧問）

たけまさ公一後援会主催 新春の集い
2013年１月９日（水）18時開会
ホテルブリランテ武蔵野

さいたま市中央区新都心2-2 TEL 048-601-5555

会費 5,000円
皆様のご参加を心よりお待ちしております。お申し込み方法など詳細は

たけまさ公一事務所 048-832-3810 までお問い合わせ下さい。

松岡 耕一（緑区・県政担当）
昭和５１年生まれ

民主党埼玉県第１区総支部幹事

三神 尊志（市議・見沼区）
昭和５５年生まれ

民主党さいたま市議団

総合政策委員会副委員長

見沼田圃将来ビジョン委員会

神崎 功（市議・緑区）
昭和３０年生まれ

民主党さいたま市議団団長

民主党埼玉県連副代表

総合政策委員会、議会改革推進委員会

浅野目 義英（県議・浦和区）
昭和３３年生まれ

民主党・無所属の会幹事長

議会運営委員会

次世代人材育成・文化・スポーツ振興

原田 健太（市議・浦和区）
昭和４２年生まれ

民主党さいたま市議団政調会長

大都市行財政委員会委員長

文教委員会

小柳 嘉文（市議・浦和区）
昭和４０年生まれ

民主党さいたま市議団

市民生活委員会

見沼田圃将来ビジョン委員会

石田 昌生（緑区・市政担当）
昭和３５年生まれ

民主党埼玉県第１区総支部幹事

武田 和浩（市議・見沼区）
昭和３６年生まれ

民主党さいたま市議団

市民生活委員会

地下鉄７号線延伸事業化委員会

高野秀樹（市議・岩槻区）
昭和３５年生まれ

民主党さいたま市議団副団長

地下鉄7号線延伸事業化委員会

井上 將勝（県議・見沼区）
昭和５４年生まれ

民主党・無所属の会

福祉保健医療委員会

次世代人材育成・文化・スポーツ振興

岩槻・浦和・緑・見沼区で

たけまさ公一とともに
より良い地域を実現します

民主党埼玉県第１区

地方議員並びに

県政・市政担当者

●浦和事務所 さいたま市浦和区北浦和3-6-11松本ビル2階 TEL 048-832-3810 FAX 048-832-3846

●岩槻事務所 さいたま市岩槻区本町5‒5-12 TEL 048-749-6801 FAX 048-749-6802

●国会事務所 千代田区永田町2-1-2第2議員会館312 TEL 03-3508-7062 FAX 03-3519-7715

たけまさ公一事務所



各区（　）は
投票率

候補者名 たけまさ公一 村井ひでき 日色たかよし 川上やすまさ 青柳しんじ

得票数 27,532 27,264 12,464 2,496 4,662

得票率 37.0% 36.6% 16.7% 3.4% 6.3%

得票数 16,104 19,944 8,822 1,554 4,214

得票率 31.8% 39.4% 17.4% 3.1% 8.3%

得票数 20,391 27,831 12,864 2,320 6,629

得票率 29.1% 39.7% 18.4% 3.3% 9.5%

得票数 12,556 21,203 8,301 2,026 2,998

得票率 26.7% 45.0% 17.6% 4.3% 6.4%

合計得票数 76,583 96,242 42,451 8,396 18,503

得票率 31.6% 39.7% 17.5% 3.5% 7.6%

1区
（58.13％）

※「NHK2012衆院選（衆議院議員選挙開票速報）」を参考に作成

浦和区

（63.79％）

緑区
（57.77％）

見沼区
（56.61％）

岩槻区
（53.21％）

衆院５回目当選、議席を得る（12月16日）
第46回衆議院議員総選挙が12月16日に投開票され、小選挙区候補者5人の
戦いとなった埼玉県第1区では、武正公一は選挙区で及ばなかったものの、比例
で当選となり、平成12年の初当選以来連続5回目の当選を果たし議席を守りまし
た。埼玉1区の結果は次の通りです。
【埼玉県第１区結果】

海江田万里氏が民主党新代表に就任（12月25日）
民主党は12月25日、衆参国会議員による代表選挙を実施し、馬淵澄夫氏（衆

院奈良1区、当選4回）が54票、海江田万里氏（同東京1区、比例東京、同6回）が
90票を獲得し、海江田氏を新代表に選出しました。26日の両議員総会では幹事
長に細野豪志氏（同静岡5区、同5回）、政策調査会長に櫻井充氏（参院宮城、同
3回）とするなどの新役員人事を海江田代表が提案し承認されました。武正公一
議員は党役員である総務委員長に就任しました。また、同日召集の特別国会で

行われた首相指名選挙で自民党の安倍晋三氏が第96代内閣総理大臣に選出さ
れたほか、民主党の赤松広隆氏（衆院愛知5区、比例東海、同8回）が衆院副議
長に選出されました。
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● 大胆 な 金融 緩 和で デフレ脱却 ・景 気回 復を促進

● 経済 連携 を強 化しアジア ・太 平 洋地 域 の経 済成 長 を取 り込む

● 再生 可能 エネルギーを実 用化 へ

● 持論 の「国 家公 務 員総 人 件費 の 2割 削 減」を実 現へ

● 衆院 定数 7 5人削 減 で政 治 家も“身 を削る ”改 革を

● ムダ 遣 いの 温 床で あ る 「たて 割 り行 政」に 横 串を

● 行政 事業 レビュー （各省 庁 別事 業 仕分 け ）を継 続 ・拡 充

● 約7 0兆円 規 模の 新 しい ビジネ ス を創 出

● 数兆 円規 模 の売 却 益を新 た な 国の 財 源に

● 3回 提 出した 「ガ イダ ンスカ ウンセ ラー法 案」を早 期 成立 へ
（職業 教 育の 充実 を）

● 大学 改革 で 研 究と教 育 のレベル 向上

● 消費 税収 か ら毎年 7 0 00億 円を子 育 て 支援 に充当

● 高齢 者の 「年金 」 「医療 」 「介 護 」の 充 実

震 災 復 興 ● 日本 郵政 株 式の 売 却益 を復 興財 源 に（見 込最 大 7兆 円 ）

● 領土 ・領海 を守 るための 法律 ・制度 を整 備

● 日米 同盟 をさら に深 化

● 成長 著しい アジアの 金 融セ ン ターを東 京 に

● 日本 語教 育 、伝 統文 化 やサ ブカル チャーの海 外 普及 を促 進

● 地下 鉄7号 線の 岩 槻延 伸 を早期 実 現へ
LRT敷設 と首 都 高延 伸 も

● 「見 沼 10 0年ビジョン 」で都 市 近郊 農 業・緑 地を再 生

● 浦和 ・大宮 ・岩槻 の 中心 市街 地 を活性 化

● さいたま市 の 病床 数 見直 しで 医 療を充 実

地 域

電 波 （ 周 波 数 ） の
オ ーク シ ョン 導 入

経 済

政 治 改 革

た け ま さ 公 一 が 「 前 へ 」 進 め る こ と

行 政 改 革

教 育

社 会 保 障

外 交
安 全 保 障

民主党、再建に向けて本格スタート（12月28日）
民主党は12月28日、党再生本部（本部長・海江田代表）と党政治改革推進本
部（同・岡田克也最高顧問）、党綱領検討委員会（委員長・細野幹事長）を相次い

で発足、党再建に向け本格的にスタートしました。

たけまさ公一議員の決意 地域密着を徹底
平成25年の決意を12項目挙げさせていただきました。特に原点に回帰し
地域をくまなく歩いて皆様の声を国政に届けるべく、今年から再度地域密

着を徹底していきます。皆様の率直なご意見・ご提案をお聞かせください。
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